
（様式第４号）        中央公民館運営審議会会議概要 

１ 審議会名  平成 30 年度 第 2 回 中央公民館運営審議会 

２ 日  時  平成 31 年 3 月 13 日（木）午前 9時から午前 10 時まで 

３ 会  場  中央公民館 2 階 第１会議室  

４ 出 席 者 菊池秀樹会長、中澤純一副会長、 

伊東妙子委員、加々美貴代委員、三村あかね委員 

５ 欠 席 者 0 人 

６ 市側出席者 竜野館長、大木次長 

７ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

８ 傍聴者   0 人    記者  0 人 

９ 会議概要作成年月日 平成 31 年 3 月 15 日 

協 議 事 項 等 

１ 開会 

２ あいさつ （菊池会長） 

３ 報告 （進行：事務局） 

（１）神川地区拠点施設について 

   資料により進捗状況等を説明（特段意見等なし） 

（２）平成 30 年度事業（報告）について 

   資料により特徴的な取組を説明（特段意見等なし） 

（３）公民館の利用状況  

   資料により説明 

   ・委員：全体では、平成２９年度、件数では増加。一方、利用者数は減少。これを、公民館利用率

は増加しているものの、１件あたりの利用者数が少なくなっている。とするが、それだけで

なく、利用者が減っている原因分析をもっと様々な角度からした方が良いのではないか。 

      例えば、２年連続で下がっている館は職員の応対とかに問題はないかとか、利用者の年齢別

の推移がわかると、ニーズの変化を想定できる気がする。 

   ・委員：若いお母さんは「自分自身が輝きたい」という思いが強い。 

   ・事務局：ここ数年、連続して公民館の建て替えが行われ、そのたびに新しい公民館が増加し、周

辺が減少する傾向はあるが、数字の変化の原因分析及びニーズ変化の把握について努めてま

いりたい。市内他の公民館にも伝えたい。 

４ 協議 （進行：菊池会長） 

（１） 平成 31 年度中央公民館事業について 

・事務局で重点事業を説明 

・委員：・大事なことに取組んでいるが、もっと関係機関どうしがつながることが必要。 

セクト的になっている。 

        ・先日の文化創造祭でも、一部はお客さんがたくさん来たらしいが、３階はむしろ例年

より少なく感じた。これもそれぞれのコーナーがつながっていないことの表れ。 

・国連のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を意識した講座づくり、公民館づくりを考え

たらどうか。長野県は総合計画にも取り入れ国のモデル都市になっている。 

   ・事務局：国連のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）には大切な指標。各講座・事業を考える際、取

り入れられるよう検討したい。 

（２）諮問案件について 

ア テーマ（案）「地域づくりにおける公民館の役割について」 

イ 回答日程 平成 32 年 7 月頃 

 ・事務局で説明。次回、上記のテーマで諮問することについて、承認された。 

（３）上田市公民館運営審議会のあり方について 

  ・事務局で経過説明（特段意見等なし） 

５ その他 

・次回会議   平成 31 年 6 月下旬 

６ 閉 会 
 


